
米子市では、「歩いて楽しいまちづくり」を目指し様々な取り組みを進めています。

　第１回のワークショップでは、高校生を含む幅広い世代の約30名の方に参加いた

だき、米子駅周辺の状況や他都市での取り組み事例を学んだ後、参加者の皆さんで

このエリアの課題と期待、そして未来に向けたキャッチフレーズを話し合いました。

　とりわけ米子駅周辺エリアは、がいなロードの開通をはじめ、米子の顔となる

エリアとして生まれ変わろうとしています。市では、米子駅周辺のまちづくりの将来

イメージを、市民の皆さまと対話しながら作成することを目指しています。

　ワークショップをはじめるにあたって、米子市から、米子駅周辺
エリアでの米子市の取り組みの紹介を行いました。
　その後、ワークショップの趣旨や目的の説明を行ったうえで、講師の
(株)設計領域 吉谷さんより、ニューヨークや松山市をはじめ、各地の
まちづくりの取り組み紹介を行いました。
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NPO法人まちの縁側育くみ隊 代表理事
錦二丁目エリアマネジメント株式会社 代表取締役

話題提供

　キャッチフレーズの提案では、米子ら
しさや路地などわくわく感と魅力を感
じる風景、ふらっとみんなで過ごし楽し
み集まる風景、そんな未来のすがたが
提案されました。

最後に、全体ファシリテーターの名畑さんから本日出た大事な意見とキーワードのまとめがありました。

各グループによる米子駅周辺エリアのキャッチフレーズ

まとめ

主　催 ： 米子市都市創造課
運　営 ： 大日本ダイヤコンサルタント（株）／（株）設計領域／ヨナゴ技研コンサルタント（株）
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　参加者がグループごとに分かれて、「米子駅周辺エリアの現状」と「将来
実現したい提案」、そして「エリアをよくするアイデア」を話し合いました。
　最後に、未来のこのエリアのキャッチフレーズをグループごとに決め、
その内容を互いに発表しあって、共有しました。

グループワークと発表
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路地を歩いて魅力を再発見

米子らしさを育むOnlyOneな町づくり

わくわく再編成

Enjoy!フラットぶらっと駅界隈

みんなとしゃべりたくなる駅空間by米ッ子合掌像
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・郊外から中心まで距離が近い。
・空港から近い。
・代行で飲んでも帰れる。
・温泉に日帰りで行ける。
・中心市街地に学校が集まっている。
・コンビニが多くてうれしい。
・店同士が近い。

・経済活動の活性化で人の行き来を多くし、店舗の出店で人やモノ、お金の流動性を！
・高校生が（大人も）気軽に集える場所があるといい。 （カフェや図書館など）
・学校が使えるといい。 （放課後や休日に体育館などを使うことができる）
・自由に出入りできるスペースや子供たちが安心して行ける所がほしい。
・動物と触れ合えるカフェ、ペットと過ごせる空間がほしい。
・喋る場所、時間をつぶせる場所、魅力的な滞在空間、放課後遊びたくなるところがほしい。
・公園がたくさんあるといい／駅の近くに映画館がほしい。

・駅に降りてもわくわくしない、施設やイベントが少ない。
・ゆっくりできるカフェやくつろげる空間、勉強する場所が少ない。
・学生が気軽に入れる店が限られていたり、あまりない。
・子供と一緒に行く場所、若者の行くようなお店がない。
・市民の魅力認識がうすく、目的がないので行く機会がない。
・観光客が歩いているのをあまり見ない。
・学生が楽しむ施設が限られている。
・庶民のための店や昼に利用できる店が少ない。
・介護施設が少ない。

約30名の方が6つのグループに分かれて
米子駅周辺エリアの現在と未来を話し合いました。みんなで描くエリアの未来 いまの課題と未来への提案

エリアごとの課題や提案

すごしやすい居場所が大事！

・道が狭くて怖い思いをすることがある。（米子南高生通学時）
・歩道がない所がある。
・横断歩道が少ない、歩きづらい。
・ベンチが無く安らぐ空間がない。
・日陰が少なく夏の暑さ対策が必要。
・夏が長く冬は雪が降るのに歩きたいか？
・道幅が狭く、災害時の緊急避難が出来るか。
・街灯が少なく、歩行者や自転車が安全に通行できるようにしてほしい。
・夜は道が暗く、通勤通学には良くない。
・米子駅前～商店街エリア、角盤町～米子城エリアが線として繋がっていない。
・駅利用者はバスかイオンで駅前通りに流れていないのでは 。
・歩道のゴミは良くない。がっかりする。やっぱりきれいであってほしい。
・街路樹が原因で歩きにくい時がある。
・自転車専用の道路がなくて危ない。
・駅から昭和町までの道が夜暗い。
・車線を減らす事によって更なる渋滞が心配。

・外出をする人が多くなってほしい。
・道路空間の目的を見直し公共空間の利活用へ。
・歩いて楽しい道路に。
・歩行者と自転車が別の所を通れるように。
・足を使う（歩く、自転車）ためのからくり。
・ランニングコースとなるような道がほしい。
・おしゃれな外灯を付けてほしい。
・ライトアップなどを使って明るくする。
　暗いと怖い。気持ちも暗くなる。
・道路を美しく、ゴミを無くせば人は増える。

歩いて楽しいまちに！

・路地が多い。
・昔ながらの建物が多く残り風情がある。
・昭和のにおいが残る街並み。
・がいな祭などのイベントがあり楽しい。
・コミュニティFMがある。
・食がおいしい。
・街路樹のある通りは良い雰囲気。 （けやき通りくらい大きく育てたらいい）
・季節でライトアップしているのは好印象。（文化ホール、ビッグシップ、城跡）
・自転車が乗りやすい。 （地形が平坦）

・「よなごガーデンシティ化」街中に植栽を増やし、緑が多い街づくりをしていく。
・木陰を増やし休憩スペース、集う空間を確保してほしい。
・街路樹を活かした日陰のデザイン、花などを植えて街に色を増やす。
・時間的つながり→緑による景観づくり。
・「米子らしさの確立」どこか「これぞ米子」という注目できるモノを作っていく。
・駅前の飲食店とその他の文化などのコンテンツと結びつけたい。
・イベントをするとそれなりに集まるが、平常時にも魅力的なコンテンツがほしい。
・現在ある施設を活用する。
・緑や花で多彩な街路にして、人が歩くまちに。
・オシャレな駅前になると良いな（街ブラしたくなる感じの） 。

・人々が集う魅力が足りない。
・美しい緑が少なく景観、緑への配慮がない。
・かつてのにぎわいや活気ある雰囲気が今や影も形もないのが残念。
・イベント頼みなところがある。
・観光スポットが少ない。
・目的地の不足。そもそも行こうと思えない。
・居酒屋が多い。飲食店以外のお店がほしい。
・主要道路沿いにやたらと駐車場があるため空間がもったいない。
・自動販売機のゴミ箱がいつもあふれている。
・市街地道路が狭すぎて建築できない。

米子らしい魅力とまちなみを！

・電車、境線の本数が少ない。
・バスの本数や運行時間終了が早い。
・バスをどれに乗ればいいかわからない。
・駅周辺に駐車場が少ない、停めにくい。
・駐車場計画がない。
・自転車置き場が少なくて困る。
・雨が多いし、雪も降る。
・高規格道路のルートがどこを通るかにより、
　交通渋滞を引き起こす可能性がある。

・駅利用者数がにぎわいに比例するのでは。公共交通の利用が増えてほしい。
・歩くモチベーションを高めるためにはだんだんバスなどのきめ細やかな公共交通の充実が必要。
・南北をつなぐ公共交通がほしい。
・公共機関の促進。 （市内循環バスなど）
・過度な車社会からの脱却。
・駅前をウォーカブル化するには交通のバイパスが必要。
・主要な道以外も広いとありがたい。

・郊外から出てくるには風が強い。
・車社会のため、公共交通機関の利用をする人が増加するのか疑問。
・市外への通勤などは車利用が多く、駅前は車で通り過ぎるだけの印象。

移動をもっと便利に！

期待

提案・アイデア

提案・アイデア課題 課題
・今後人口減少、少子化問題を考えると、
 どこまで整備を進めるのかが疑問。
・プレイヤー（人材）不足。
・まちなかと郊外の人のまちへの温度差。
・郊外に住む方のご理解。
・駅から遠くに住んでいる人は駅前の計画に
 納得できるか？

・情報発信で市民みんなに届くこと。
 （TV･ラジオ･SNS･HP）
・知られていないけど素敵で楽しいエリアがたくさんあるので、　
 もっと情報発信をしたらよさそう。
・まち歩きツアーなどでまちの魅力をPRする。
・米子市の魅力をもっと市民に知ってもらうPRや取り組み。
・観光客は増えているので、リピーターが増えるように。
 興味をひくようなイベントの開催を企画。
・デジタルサイエンスを活用。
・景観10年 風景100年 風土1000年を見すえて。

みんなで進めるまちづくりへ！
米子の魅力と米子らしさ 街並みの美しさと魅力の向上

米子らしい魅力づくり

期待

期待

すごしやすい居場所が大事！
期待 課題

・駅に降りてもわくわくしない、施設やイベントが少ない。
ゆっくりできるカフェやくつろげる空間、勉強する場所が少ない。
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「よなごガーデンシティ化」街中に植栽を増やし、緑が多い街づくりをしていく。

・市街地道路が狭すぎて建築できない。
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提案・アイデア提案・アイデア

・道路空間の目的を見直し公共空間の利活用へ。

提案・アイデア課題 課題 提案・アイデア
・今後人口減少、少子化問題を考えると、

課題 提案・アイデア

課題 課題

・バスの本数や運行時間終了が早い。

移動をもっと便利に！
課題

車社会のため、公共交通機関の利用をする人が増加するのか疑問。

課題

・道が狭くて怖い思いをすることがある。（米子南高生通学時）
課題歩くための環境づくり 歩くための環境の充実

アクセス手段の不足 郊外とまちなか

公共交通を活かしたまちづくりと車の利用

コンパクトなまちなか 魅力的な居場所の不足

もっと多様な世代が楽しめる駅周辺に！

計画や取り組みの発信不足 積極的な情報発信

歩道がタイルで舗装してあって良いけど老朽化しているのが残念

居酒屋、飲食店、ホテルしかない印象

景観上、飲食店ののぼりが気になる

がいな祭のように歩行者天国がもっとあればいい

街路樹を活かすと日陰のデザインがしやすいのでは

裏通りや空き地の利用を促進

駅前通りに昼間OPENしているお店を

水辺が暗くて怖い

課　題 期　待 提案・アイデア

加茂川放水路が利用されていない

景色がきれいなので水際との親和性がとれるように

駅南と加茂川放水路沿いを整備して米子アリーナへ向かえるとよいのでは

明るくしたら人が集まるのでは

めぐみ通り

目久美公園であまり子どもが遊んでいない
公園であまり子どもが遊んでいない

がいなロードが開通したときの
1回しか歩いていない

駅の近くにベンチが少ない
駅（駅前）に魅力的なお店が少なく用がない
車での送り迎えがとても不便

米子駅は市の顔。ワクワクしてほしい。
がいなロードで屋台とか
イベントをしてみては

南側はお店が少なく、待っている場所も、
お店を誘致する場所も少ないため南側に行かない

目久美公園をもっと活用して欲しい。イベント、マルシェなどがあるといい

めぐみ通りの歩行者中心化や歩行者天国化、一方通行化

加茂川周辺の景観が好き。整備してほしい。
彫刻ロードも市民の中で印象が薄い。

米子アリーナから新加茂川の水面交通の充実。
中海までぐるっと行けると良い。

照明やキロ数表示のあるランニングコースが
あるといい（信号のないコース）

駅北広場と文化ホール周辺の広場を結び付け、
日常的に人が集まりやすい空間づくりを

城跡の再認識や滞留拠点整備で
湊山エリアとの連動を

新加茂川にたまに白鳥がいる
川沿いの遊歩道は歩いて楽しい

米子城跡からの眺めや
イルミネーションが素敵

米ッ子合掌像を
みんなに知ってほしい

米子アリーナで人通り増えるのでは

転車台が見られるのは魅力的

コンベンションセンターがかっこいい
有名なアーティストのライブが
もっと増えてほしい

歩くモチベーションを高めるためにはだんだんバスなどのきめ細やかな公共交通の充実が必要。

提案・アイデア


